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＜平準化参考例　～介護保険料年額４５，０００円（第４段階）の方の場合＞
例１　＜８月の仮徴収額が停止になる方の例　　～前年度２月の納付額が１３，２００円のとき＞

前 年 度 仮徴収額 本徴収額 年間保険料２月 ４月 6月 ８月 10月 12月 ２月
13,200 13,200 13,200 13,200 1,800 1,800 1,800 45,000

↓ ↓ ↓ ↓
13,200 13,200 13,200 ０ 6,200 6,200 6,200 45,000

平準化前

平準化後

単位：円

Ｈ23．２月と同額　　　　  変更額　　　  介護保険料年額から仮徴収額分を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     差し引いた残額｝

前 年 度 仮徴収額 本徴収額 年間保険料２月 ４月 6月 ８月 10月 12月 ２月
9,700 9,700 9,700 9,700 5,300 5,300 5,300 45,000

↓ ↓ ↓ ↓
9,700 9,700 9,700 3,100 7,500 7,500 7,500 45,000

平準化前

平準化後

単位：円

Ｈ23．２月と同額　　　　  変更額　　　  介護保険料年額から仮徴収額分を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     差し引いた残額｝

前 年 度 仮徴収額 本徴収額 年間保険料２月 ４月 6月 ８月 10月 12月 ２月
6,000 6,000 6,000 6,000 9,000 9,000 9,000 45,000

↓ ↓ ↓ ↓
6,000 6,000 6,000 8,200 8,400 8,200 8,200 45,000

平準化前

平準化後

単位：円

Ｈ23．２月と同額　　　　  変更額　　　  介護保険料年額から仮徴収額分を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     差し引いた残額｝

例２　＜８月の仮徴収額が減額変更になる方の例　　～前年度２月の納付額が９，７００円のとき＞

例３　＜８月の仮徴収額が増額変更になる方の例　　～前年度２月の納付額が６，０００円のとき＞

※８月の仮徴収額を減額または増額し、10・12・２月の本徴収額を均等にします。
端数金額のある場合は10月で調整します。
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〜
8
月
の
仮
徴
収
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変
更
に
な
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場
合
が
あ
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ま
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〜

　

介
護
保
険
料
の
徴
収
方
法
が
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

方
に
は
、
８
月
上
旬
に
「
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
兼
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
」
を
発
送
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
介
護
保
険

料
年
額
、
お
よ
び
年
金
支
給
月
ご
と
の
徴
収
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

※
普
通
徴
収
（
納
付
書
で
の
納
付
）
の
方
に
は
、
８
月
中
旬
に

「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
（
兼
領
収
書
）」
を
送
付
し
ま
す
。
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仮
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介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
は
、
４
月･

６
月
・
８
月

を
『
仮
徴
収
』、
10
月
・
12
月
・
２

月
を
『
本
徴
収
』
と
し
て
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
保
険
料
は
前
年

の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す

が
、
決
定
す
る
ま
で
は
前
年
度
２
月

の
天
引
き
額
と
同
じ
額
を『
仮
徴
収
』

と
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
年

間
の
保
険
料
確
定
後
に
、
す
で
に
仮

徴
収
で
納
め
て
い
る
額
を
差
し
引
い

た
残
り
の
額
を
『
本
徴
収
』
と
し
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
準
化
と
は

　

収
入
の
変
動
や
介
護
保
険
料
の
改

定
に
よ
り
、
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額

に
大
き
な
差
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
１
年
間
を
通
じ
て
、

で
き
る
だ
け
均
等
な
額
と
な
る
よ
う

８
月
の
天
引
き
予
定
額
を
調
整
し
、

『
平
準
化
』
を
行
い
ま
す
。

　

平
準
化
に
よ
り
、
年
度
の
前
半
と

後
半
に
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
の
差

が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

※
今
回
の
平
準
化
に
よ
り
、
介
護
保

険
料
の
年
額
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。


